
1

タ

イ

ト

ル

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」39

登

場

人

物

剛

田
（

ご

う

だ

）

剛

田

質

店

の

店

主

で

あ

り

鑑

定

家

。
優

雅

で

品

の

あ

る

立

ち

居

振

る

舞

い

と

、

極

端

に

高

い

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

」

基

準

を

持

つ

。

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

を

口

癖

に

、

ど

ん

な

場

面

で

も

優

雅

さ

を

保

つ

こ

と

を

信

条

と

し

て

い

る

。

周

囲

か

ら

は

「

ク

セ

が

強

い

」

と

評

さ

れ

る

が

本

人

は

全

く

意

に

介

さ

な

い

。

白

金
（

し

ろ

が

ね

）

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。
常

識

的

な

価

値

観

を

持

つ

普

通

の

青

年

で

、

剛

田

の

個

性

的

な

言

動

や

鑑

定

方

法

に

毎

回

翻

弄

さ

れ

る

。
神

経

質

で

心

配

性

な

一

面

も

あ

り

、

お

宝

に

対

す

る

敬

意

が

深

い

。



2

依

頼

人

老

舗

の

資

産

家

。
家

族

か

ら

相

続

し

た

ア

ク

ア

マ

リ

ン

製

の

コ

ー

ト

を

持

ち

込

む

が

、

そ

の

価

値

や

本

物

か

ど

う

か

に

不

安

を

抱

い

て

い

る

。

ど

こ

か

抜

け

た

一

面

が

あ

り

、

剛

田

の

言

動

に

振

り

回

さ

れ

る

。

シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝

場

面

説

明

剛

田

質

店

の

店

内

。
天

井

か

ら

豪

華

な

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

が

下

が

り

、

壁

に

は

絢

爛

豪

華

な

装

飾

が

施

さ

れ

て

い

る

。

店

内

に

は

高

価

そ

う

な

調

度

品

が

並

ぶ

。

登

場

人

物

剛

田

白

金



3

（

剛

田

、

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

の

下

で

優

雅

に

紅

茶

を

飲

ん

で

い

る

。

白

金

は

店

の

カ

ウ

ン

タ

ー

で

書

類

整

理

を

し

て

い

る

。

）

剛

田
（

カ

ッ

プ

を

高

く

掲

げ

な

が

ら

）

「

う

～

ん

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

こ

の

朝

日

に

映

え

る

ダ

ー

ジ

リ

ン

の

輝

き

、

ま

さ

に

私

の

一

日

を

祝

福

し

て

い

る

よ

う

だ

！

」

白

金
（

小

声

で

独

り

言

）

「

い

や

、
た

だ

の

紅

茶

で

す

け

ど

ね

。
毎

朝

こ

れ

に

30

分

か

け

る

か

ら

、

書

類

が

全

然

進

ま

な

い

ん

だ

よ

な

ぁ

。

」

剛

田
（

白

金

に

向

き

直

り

）

「

白

金

く

ん

！

そ

の

書

類

の

山

、
何

た

る

無

粋

な

風

景

！

我

が

店

に

お

い

て

は

美

し

さ

が

第

一

義

だ

。

整

え

る

が

よ

い

！

」

白

金

「

い

や

、
確

か

に

散

ら

か

っ

て

ま

す

け

ど

、

そ

れ

ど

こ

ろ

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

よ

！

今

日

も

新

し

い

依

頼

が

届

い

て

る

ん

で

す

。

確

認

し

て

も

ら

わ

な

い

と

！

」



4

剛

田

（

ゆ

っ

く

り

立

ち

上

が

り

、

ポ

ー

ズ

を

決

め

な

が

ら

）

「

新

し

い

依

頼

と

な

？

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

香

り

を

感

じ

る…

さ

ぁ

、

見

せ

た

ま

え

！

」

シ

ー

ン

2

：

依

頼

人

の

登

場

場

面

説

明

依

頼

人

が

持

ち

込

ん

だ

品

物

が

テ

ー

ブ

ル

に

置

か

れ

る

。

緊

張

感

の

あ

る

雰

囲

気

の

中

、

剛

田

が

そ

れ

を

吟

味

す

る

。

登

場

人

物
剛

田

白

金

依

頼

人

（

依

頼

人

が

店

に

入

っ

て

く

る

。

手

に

は

豪

華

そ

う

な

箱

を

持

っ

て

い

る

。

）

依

頼

人

「

こ

ち

ら

、
家

に

代

々

伝

わ

る

品

な

の

で

す

が

、

鑑

定

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」



5

白

金
（

ニ

コ

リ

と

微

笑

む

）

「

か

し

こ

ま

り

ま

し

た

。

剛

田

先

生

、

こ

ち

ら

で

す

。

」

（

剛

田

、

手

袋

を

は

め

て

箱

を

開

け

る

。

中

に

は

ア

ク

ア

マ

リ

ン

製

の

イ

ン

バ

ネ

ス

コ

ー

ト

が

収

め

ら

れ

て

い

る

。

）

剛

田
（

息

を

呑

む

）

「

う…

う

～

ん

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

こ

の

輝

き

、
こ

の

質

感

、
こ

の

圧

倒

的

存

在

感…

！

ま

さ

に

一

流

の

逸

品

！

」

白

金

（

驚

き

な

が

ら

）

「

え

っ

！

？

コ

ー

ト

が

宝

石

で

で

き

て

る

ん

で

す

か

！
？

着

ら

れ

る

ん

で

す

か

、

そ

れ

？

」

剛

田

「

白

金

く

ん

、

何

を

愚

問

を

！

こ

れ

は

着

る

も

の

で

は

な

い…

鑑

賞

す

る

も

の

だ

！

」

依

頼

人
（

不

安

そ

う

に

）

「

鑑

賞

す

る…

？

で

も

、

こ

れ

は

私

の

曽

祖

母

が

大

切

に

し

て

い

た

も

の

な

ん

で

す

。

家

族

に

と

っ

て

は

特

別

な

品

で…

。

」
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白

金
（

優

し

く

）

「

な

る

ほ

ど

、
思

い

入

れ

の

あ

る

品

な

ん

で

す

ね

。

剛

田

先

生

、

こ

の

依

頼

人

の

背

景

も

考

慮

し

て…

。

」

剛

田
（

真

剣

な

表

情

で

）

「

も

ち

ろ

ん

だ

、
白

金

く

ん

。

こ

の

品

の

本

当

の

価

値

は…

そ

の

石

が

語

る

言

葉

に

あ

る

！

」

シ

ー

ン

3

：

石

言

葉

の

熱

弁

場

面

説

明

剛

田

が

石

言

葉

に

つ

い

て

熱

く

語

り

ア

ク

ア

マ

リ

ン

が

持

つ

魅

力

を

力

説

す

る



7

剛

田
（

依

頼

人

に

向

き

直

り

）

「

ア

ク

ア

マ

リ

ン

、

知

っ

て

い

る

か

ね

？

そ

の

石

言

葉

は‘

聡

明’
と‘
癒

し’

だ

。

こ

の

コ

ー

ト

を

纏

う

者

は

知

能

が

高

ま

り

、

全

て

を

見

通

す

目

を

得

る

と

も

言

わ

れ

て

い

る

！

」

依

頼

人

「

そ

、

そ

ん

な

言

い

伝

え

が…

？

」

剛

田
（

勢

い

よ

く

コ

ー

ト

を

羽

織

り

）

「

試

し

て

み

よ

う

で

は

な

い

か

！

見

よ

、

こ

の

輝

き

！

知

能

が

高

ま

る

の

を

感

じ

る

！

白

金

く

ん

、
君

の

昨

日

の

昼

食

は…

カ

ツ

丼

だ

！

」

白

金
（

驚

愕

）
「

え

っ

、
本

当

に

当

た

っ

て

る

！
？

い

や

、

先

生

、

そ

れ

偶

然

で

す

よ

ね

？

」

剛

田
（

さ

ら

に

身

振

り

を

大

き

く

し

て

）

「

で

は…

依

頼

人

の

一

週

間

の

食

事

を

言

い

当

て

て

み

せ

よ

う

！

」

依

頼

人
（

慌

て

な

が

ら

）

「

そ

ん

な…

本

当

に

分

か

る

ん

で

す

か

？

」



8

剛

田

「

月

曜

日

は

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

、
火

曜

日

は

カ

レ

ー…

！

」

白

金
（

ツ

ッ

コ

ミ

な

が

ら

）

「

も

う

超

能

力

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」

依

頼

人

（

感

激

し

て

拍

手

）

「

す

ご

い

！

本

当

に

そ

ん

な

力

が

！

」

白

金

「

い

や

い

や

、

冷

静

に

な

り

ま

し

ょ

う

！

先

生

、

コ

ー

ト

の

価

格

、

決

め

な

い

と

！

」

シ

ー

ン

4

：

査

定

の

議

論

場

面

説

明

剛

田

と

白

金

が

品

物

の

査

定

額

に

つ

い

て

議

論

す

る

。

剛

田
（

じ

っ

く

り

考

え

な

が

ら

）

「

ふ

む…

こ

れ

は

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

度

100

点

満

点

中…
200

点

だ

。

も

は

や

買

取

価

格

を

語

る

こ

と

自

体

が

失

礼

に

値

す

る

。

」



9

白

金
（

困

惑

し

な

が

ら

）

「

そ

れ

じ

ゃ

困

り

ま

す

よ

！

相

場

と

か

な

い

ん

で

す

か

？

」

剛

田

（

急

に

指

を

立

て

て

）

「

決

め

た

！

こ

の

品

は

1
億

円

で

買

い

取

る

！

」

白

金

（

驚

愕

）

「1
億

円

！

？

冗

談

で

す

よ

ね

！

？

店

の

財

政

ど

う

す

る

ん

で

す

か

！

」

剛

田
（

キ

ラ

リ

と

笑

い

）

「

白

金

く

ん

、
覚

え

て

お

き

た

ま

え

。

我

が

店

は…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

優

雅

た

れ

！

」

白

金
（

頭

を

抱

え

な

が

ら

）

「

優

雅

す

ぎ

て

破

産

し

ま

す

よ…

」

シ

ー

ン

5

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

場

面

説

明

夜

の

剛

田

質

店

。
剛

田

が

一

人

で

思

索

に

ふ

け

っ

て

い

る

。
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（

剛

田

、

店

内

の

ソ

フ

ァ

に

腰

掛

け

て

い

る

。

周

囲

は

薄

暗

く

、

ラ

ン

プ

の

明

か

り

だ

け

が

揺

れ

て

い

る

。

）

剛

田
（

独

り

言

）

「

優

雅

さ

か…

イ

ン

テ

リ

ジ

ェ

ン

ス

か…

。

ど

ち

ら

を

極

め

る

べ

き

か…

い

や

、

両

方

を

極

め

て

こ

そ

真

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス…

！

」

（

剛

田

、
真

剣

な

表

情

で

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

が

、

そ

の

姿

に

微

か

な

た

め

息

が

漏

れ

る

。

）

白

金
（

奥

か

ら

出

て

く

る

）

「

先

生

、
夜

遅

く

ま

で

何

や

っ

て

る

ん

で

す

か…

。

早

く

寝

て

く

だ

さ

い

よ

。

」

剛

田
（

振

り

返

り

な

が

ら

）

「

白

金

く

ん

、
こ

の

悩

み

こ

そ

が

私

を

高

め

る

の

だ

。

明

日

も

新

た

な

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

を

追

求

す

る

た

め

に

！

」

白

金
（

呆

れ

た

顔

で

）

「

も

う

少

し

普

通

に

生

き

ら

れ

ま

せ

ん

か

ね…

。
お

や

す

み

な

さ

い

。
」
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（

白

金

が

去

り

、

剛

田

が

一

人

ラ

ン

プ

の

明

か

り

の

中

で

笑

み

を

浮

か

べ

る

。

）

剛

田
（

小

声

で

）

「

う

～

ん…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

。
」

（

画

面

が

暗

転

し

、

優

雅

な

音

楽

が

流

れ

る

中

で

エ

ン

ド

ロ

ー

ル

が

始

ま

る

。

）

尺

不

足

と

対

策

案

指

定

さ

れ

た
「80

分

超

え

」
を

達

成

す

る

に

は

、

さ

ら

に

シ

ー

ン

を

追

加

し

た

り

、

既

存

の

シ

ー

ン

を

拡

張

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

提

案

す

る

追

加

要

素

1.依

頼

人

の

詳

細

な

背

景

シ

ー

ン

（

約

10

分

追

加

）

2.
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依

頼

人

の

家

庭

で

の

逸

話

や

、

コ

ー

ト

に

ま

つ

わ

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

掘

り

下

げ

て

感

情

移

入

を

促

す

。

3.剛

田

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

流

哲

学

シ

ー

ン
（

約

10

分

追

加

）

4.剛

田

が
「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

優

雅

た

れ

」

の

信

念

に

基

づ

き

、

過

去

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

や

哲

学

を

語

る

場

面

を

追

加

。

5.品

物

の

秘

密

を

め

ぐ

る

サ

ス

ペ

ン

ス
（

約

10

分

追

加

）

6.
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1.

実

は

コ

ー

ト

に

隠

さ

れ

た

機

能

や

仕

掛

け

が

あ

り

、
そ

れ

を

剛

田

が

推

理

し

て

い

く

要

素

を

挿

入

。

7.ユ

ー

モ

ア

重

視

の

ミ

ニ

エ

ピ

ソ

ー

ド
（

約

5

～10

分

追

加

）

8.1.

店

内

で

白

金

が

慌

て

ふ

た

め

く

短

い

コ

メ

デ

ィ

シ

ー

ン

や

、
剛

田

の

他

の

依

頼

対

応

を

描

く

。
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